
　和信化学工業株式会社　日野工場

　滋賀県蒲生郡日野町大谷３４１－７

　令和４年４月１日～令和５年３月３１日

①事 業 の 種 類 　製造業・化学工業[１６]

②事 業 の 規 模 　製品出荷量　１，５５０ｔ

③従  業  員  数 　４６名

④特別管理産業廃棄物
　の一連の処理の工程

引火性廃油（廃塗料・廃溶剤）
廃塗料　　　　　　　　　　　廃溶剤　←　洗浄作業
　↓　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　↑
業者による中間処理　　　　　自社で蒸留→再利用
（焼却）（混練）　　　　　　　↓
　↓　　　　↓　　　　　　　　残渣
　残渣　　　　　　　　　　　　↓
（セメント原料）　　　　　　業者による中間処理（焼却・混練)
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　残渣（セメント原料等）

                                          提出者

                                            氏 名　和信化学工業株式会社　日野工場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　執行役員　小野田　了

                                            住 所　滋賀県蒲生郡日野町大谷３４１－７

                                            電話番号　０７４８－５３－１９２１

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
　減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

令和４年６月１６日

様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

(第１面)

特別管理産業廃棄物処理計画書

  都道府県知事
　三日月　大造 殿

(日本工業規格　Ａ列４番)

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

計   画   期   間

事 業 場 の 所 在 地

事 業 場 の 名 称



生産本部：２名

生産本部 製造課(担当）

ＦＴＣ事業部

木工塗料事業部

ＳＤ事業部

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

排出量 ４６４t ｔ

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

排出量 ４６０ｔ ｔ

洗浄工程の見直し

製造工程の見直し

事業所長

②計画

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃溶剤をできる限り自社にて蒸留

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状
廃溶剤をできる限り自社にて蒸留

(第２面)

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（これまでに実施した取組）

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物管理責任者講習会修了者

②計画
（今後実施する予定の取組）

【前年度（令和３年度）実績】

【目標】

廃溶剤の自社での蒸留を引き続き取り組む

廃溶剤の自社での蒸留化。
洗浄工程の見直し。
製造工程の見直し。

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状



特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量

５６．０ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

６０．０ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

自ら熱回収を行った
特別管理産業廃棄物の量

０ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した
特別管理産業廃棄物の量 ０ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

０ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量 ０ｔ ｔ

なし

蒸留設備の維持管理

①現状

なし

②計画

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）

【前年度（令和３年度）実績】

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

【目標】

（これまでに実施した取組）

蒸留設備の維持管理

（今後実施する予定の取組）



ｔ

ｔ

引火性廃油

４０８ｔ ｔ

１９８ｔ ｔ

２１０ｔ ｔ

０ｔ ｔ

０ｔ ｔ

①現状

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

０ｔ

優良認定処理業者への
処理委託量

全処理委託量

なし

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

特別管理産業廃棄物の種類

【前年度（令和３年度）実績】

（これまでに実施した取組）

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

０ｔ

認定熱回収業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

（第４面）

（これまでに実施した取組）

なし

なし

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

（今後実施する予定の取組）

①現状

引火性廃油

【前年度（令和３年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら埋立処分を行った
特別管理産業廃棄物の量



優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

　
４０８t

（今後実施する予定の取組）

２００ｔ

２００ｔ

０ｔ

０ｔ

引火性廃油

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

全処理委託量 ４００ｔ

なし

電子情報処理組織の使用
に関する事項

【前年度】（令和３年度）実績

特別管理産業廃棄物
排　　　出　　　量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）

（今後実施する予定の取組）

電子マニュフェストを一般産業廃棄物まで実施


